
JP  6993753  B1  2022.2.14

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　台木及び穂木を準備する準備工程と、

　前記台木及び前記穂木を接ぎ木して接ぎ木苗を作成する接ぎ木苗作成工程と、

　前記接ぎ木苗の接ぎ部の全周に亘ってカルスを形成するカルス形成工程と、

　前記カルスが形成された前記接ぎ木苗を植え付ける植付け工程と、を備え、

　前記カルス形成工程は、前記接ぎ木苗を、日平均温度１～１０℃、日平均湿度８０％以

上となる環境下で少なくとも３週間以上の期間保管する第１カルス形成工程を含み、

前記カルス形成工程は、前記第１カルス形成工程の後に、前記接ぎ木苗を、日陰で日平均

温度２０～３０℃となる環境下で少なくとも１週間以上かつ３週間以内の期間保管する第

２カルス形成工程をさらに含む

ブドウ苗木の生産方法。

【請求項２】

　前記カルス形成工程は、前記第２カルス形成工程の後に、前記接ぎ木苗の根元部を浸水

させた状態で少なくとも２４時間以上保管する第３カルス形成工程をさらに含む

請求項１に記載のブドウ苗木の生産方法。

【請求項３】

　前記準備工程で準備した前記台木及び前記穂木を、前記接ぎ木苗作成工程までの間、日

平均温度１～１０℃、日平均湿度８０％以上となる環境下で保管する台木・穂木保管工程

をさらに備える
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請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 の 前 、 又 は 、 前 記 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 と 並 行 し て 、 前 記 接 ぎ 木

苗 の 少 な く と も 前 記 接 ぎ 部 を 含 む 部 位 に 生 長 促 進 ホ ル モ ン を 含 有 す る 第 １ 保 護 膜 を 形 成 す

る 第 １ 保 護 膜 形 成 工 程 を さ ら に 備 え る

請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 カ ル ス 形 成 工 程 の 後 、 且 つ 、 前 記 植 付 け 工 程 の 前 に 、 前 記 接 ぎ 木 苗 の 少 な く と も 前

記 接 ぎ 部 を 含 む 部 位 に 第 ２ 保 護 膜 を 形 成 す る 第 ２ 保 護 膜 形 成 工 程 を さ ら に 備 え る

請 求 項 １ 乃 至 ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 植 付 け 工 程 に お い て 、 厚 み １ ． ０ ｍ ｍ 以 上 の 前 記 カ ル ス が 全 周 に 亘 っ て 形 成 さ れ た

前 記 接 ぎ 木 苗 を 植 え 付 け る

請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 に お い て 、 前 記 接 ぎ 部 は 、 前 記 穂 木 に 存 在 す る 芽 か ら 枝 元 側 ２ ０

ｍ ｍ 以 内 に 形 成 さ れ る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 開 示 は 、 ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ブ ド ウ は 挿 し 木 で 発 根 し や す い 植 物 で あ る が 、 害 虫 に 強 い 台 木 を 用 い た 接 ぎ 木 苗 を 栽 培

す る 方 法 も 用 い ら れ て い る 。

　 特 許 文 献 １ に は 、 ブ ド ウ な ど の 果 樹 類 の 木 本 性 植 物 、 そ の 他 果 菜 類 を 対 象 と す る 接 ぎ 木

の 活 着 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 接 ぎ 木 方 法 は 、 接 ぎ 木 し た 後 の 多 量 の 接 ぎ 木 苗 を 効 率

良 く 確 実 に 活 着 さ せ る こ と を 目 的 と す る も の で 、 接 ぎ 木 苗 を 起 立 姿 勢 に し て 、 底 部 に 水 を

湛 え た バ ッ ト 状 容 器 に 多 数 本 接 近 さ せ て 収 納 し 、 基 部 が 水 に 接 し た 状 態 で バ ッ ト 状 容 器 に

立 て 掛 け 、 バ ッ ト 状 容 器 を 温 度 、 湿 度 、 光 量 等 を 調 整 し た 活 着 促 進 装 置 内 に 収 納 し て 接 ぎ

部 を 活 着 さ せ る よ う に し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ７ － ２ ５ ０ ５ ６ ５ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 従 来 の ブ ド ウ の 接 ぎ 木 の 生 産 方 法 は 、 発 芽 及 び 発 根 の 生 長 が 接 ぎ 木 苗 の 成 長 に 最 も 影 響

す る 要 因 と 考 え 、 そ の た め 、 接 ぎ 木 工 程 の 前 後 で 発 芽 及 び 発 根 の 生 長 を 優 先 す る 育 成 法 を

採 用 し て い る 。 し か し 、 発 芽 及 び 発 根 の 生 長 と 接 ぎ 木 苗 生 産 の 成 功 率 と は 、 必 ず し も 相 関

す る も の で は な く 、 発 芽 及 び 発 根 の 生 長 が 良 く て も 、 そ の 後 枯 れ て し ま う 場 合 が あ っ た 。

従 っ て 、 接 ぎ 木 苗 生 産 の 成 功 率 は 必 ず し も 高 く な い の が 現 状 で あ る 。

　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 接 ぎ 木 の 活 着 方 法 は 、 接 ぎ 木 苗 の 大 量 生 産 は 可 能 で あ る が 、 発

芽 及 び 発 根 の 生 長 を 優 先 す る 従 来 の 育 成 法 の 域 を 出 て い な い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 の 事 情 に 鑑 み 、 接 ぎ 木 に よ っ て ブ ド ウ 苗 木 を 生 産 す る 場 合 の 成 功 率 を 高

め る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 開 示 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 の 一 態 様 は 、 台 木 及 び 穂

木 を 準 備 す る 準 備 工 程 と 、 前 記 台 木 及 び 前 記 穂 木 を 接 ぎ 木 し て 接 ぎ 木 苗 を 作 成 す る 接 ぎ 木

苗 作 成 工 程 と 、 前 記 接 ぎ 木 苗 の 接 ぎ 部 の 全 周 に 亘 っ て カ ル ス を 形 成 す る カ ル ス 形 成 工 程 と

、 前 記 カ ル ス が 形 成 さ れ た 前 記 接 ぎ 木 苗 を 植 え 付 け る 植 付 け 工 程 と 、 を 備 え 、 前 記 カ ル ス

形 成 工 程 は 、 前 記 接 ぎ 木 苗 を 、 日 平 均 温 度 １ ～ １ ０ ℃ 、 日 平 均 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 と な る 環 境

下 で 少 な く と も ３ 週 間 以 上 の 期 間 保 管 す る 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 を 含 む 。

　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 「 湿 度 」 と は 相 対 湿 度 を 意 味 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 開 示 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 の 一 態 様 に よ れ ば 、 カ ル ス 形 成 工 程 と し て 、 接 ぎ 木

苗 作 成 工 程 の 後 で 、 台 木 及 び 穂 木 の 発 芽 及 び 発 根 を 抑 制 し 、 カ ル ス の 形 成 を 優 先 す る 第 １

カ ル ス 形 成 工 程 を 含 む た め 、 接 ぎ 部 の 全 周 に 亘 っ て カ ル ス を 形 成 で き る 。 こ れ に よ っ て 、

台 木 と 穂 木 と を ほ ぼ 完 全 に 癒 合 で き る た め 、 接 ぎ 木 苗 育 成 の 成 功 率 を 高 め る こ と が で き る

。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 を 示 す 工 程 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 一 実 施 形 態 に 係 る 台 木 の 模 式 的 正 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 一 実 施 形 態 に 係

る 穂 木 の 模 式 的 正 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 を 示 す 模 式 的 正 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 接 ぎ 木 苗 の 接 ぎ 部 を 示 す 模 式 的 正 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 植 付 け 工 程 に お い て 、 土 に 植 え 付 け ら れ た 接 ぎ 木 苗 を 示 す 斜 視

図 で あ る 。

【 図 ６ 】 一 実 施 形 態 に お い て 、 生 産 さ れ 出 荷 さ れ る 接 ぎ 木 苗 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 従 来 の 接 ぎ 木 苗 の 生 産 方 法 の 一 例 を 示 す 工 程 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 た だ し 、 こ

れ ら の 実 施 形 態 に 記 載 さ れ て い る 又 は 図 面 に 示 さ れ て い る 構 成 部 品 の 寸 法 、 材 質 、 形 状 及

び そ の 相 対 的 配 置 等 は 、 本 発 明 の 範 囲 を こ れ に 限 定 す る 趣 旨 で は な く 、 単 な る 説 明 例 に す

ぎ な い 。

　 例 え ば 、 「 あ る 方 向 に 」 、 「 あ る 方 向 に 沿 っ て 」 、 「 平 行 」 、 「 直 交 」 、 「 中 心 」 、 「

同 心 」 或 い は 「 同 軸 」 等 の 相 対 的 或 い は 絶 対 的 な 配 置 を 表 す 表 現 は 、 厳 密 に そ の よ う な 配

置 を 表 す の み な ら ず 、 公 差 、 若 し く は 、 同 じ 機 能 が 得 ら れ る 程 度 の 角 度 や 距 離 を も っ て 相

対 的 に 変 位 し て い る 状 態 も 表 す も の と す る 。

　 例 え ば 、 「 同 一 」 、 「 等 し い 」 及 び 「 均 質 」 等 の 物 事 が 等 し い 状 態 で あ る こ と を 表 す 表

現 は 、 厳 密 に 等 し い 状 態 を 表 す の み な ら ず 、 公 差 、 若 し く は 、 同 じ 機 能 が 得 ら れ る 程 度 の

差 が 存 在 し て い る 状 態 も 表 す も の と す る 。

　 例 え ば 、 四 角 形 状 や 円 筒 形 状 等 の 形 状 を 表 す 表 現 は 、 幾 何 学 的 に 厳 密 な 意 味 で の 四 角 形

状 や 円 筒 形 状 等 の 形 状 を 表 す の み な ら ず 、 同 じ 効 果 が 得 ら れ る 範 囲 で 、 凹 凸 部 や 面 取 り 部

等 を 含 む 形 状 も 表 す も の と す る 。

　 一 方 、 一 つ の 構 成 要 素 を 「 備 え る 」 、 「 具 え る 」 、 「 具 備 す る 」 、 「 含 む 」 、 又 は 「 有

す る 」 と い う 表 現 は 、 他 の 構 成 要 素 の 存 在 を 除 外 す る 排 他 的 な 表 現 で は な い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 図 １ は 、 一 実 施 形 態 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 の 工 程 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、

本 実 施 形 態 に 係 る 生 産 方 法 は 、 基 本 的 な 工 程 と し て 、 台 木 及 び 穂 木 を 準 備 す る 準 備 工 程 Ｓ

１ ０ 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ 、 カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ 及 び 植 付 け 工 程 Ｓ ４ ０ を 有 し て い

る 。 準 備 工 程 Ｓ １ ０ で は 台 木 及 び 穂 木 を 用 意 し 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ で は 台 木 と 穂 木

と を 接 ぎ 木 し て 接 ぎ 木 苗 を 形 成 す る 。 そ し て 、 カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ に お い て 、 接 ぎ 木 苗

の 接 ぎ 部 に 周 方 向 全 周 に 亘 っ て カ ル ス を 形 成 す る 。 次 に 、 植 付 け 工 程 Ｓ ４ ０ に お い て 、 接
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ぎ 部 に 全 周 に 亘 っ て カ ル ス を 形 成 し た 接 ぎ 木 苗 を 土 に 植 え 付 け 、 出 荷 可 能 と な る ま で 接 ぎ

木 苗 を 成 長 さ せ る 。 １ １ 月 頃 枝 及 び 根 が 伸 び 、 葉 が 落 ち て 枝 が 木 質 化 し た 接 ぎ 木 苗 を 出 荷

す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 者 等 は 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ の 前 後 期 間 に 、 発 芽 及 び 発 根 の 生 長 よ り 、 接 ぎ

木 苗 の 接 ぎ 部 に 形 成 さ れ る カ ル ス の 形 成 を 優 先 さ せ 、 接 ぎ 部 の 周 方 向 全 周 に 亘 っ て カ ル ス

を 形 成 す る こ と に よ り 、 台 木 と 穂 木 と を 完 全 に 癒 合 さ せ 、 こ れ に よ っ て 、 以 後 枯 れ な い で

順 調 に 生 育 す る 成 功 率 を 向 上 で き る と 考 え た 。 カ ル ス は 癒 傷 組 織 と も 訳 さ れ 、 傷 つ い た 部

位 に 形 成 さ れ る 不 定 形 の 細 胞 塊 で あ る 。 カ ル ス が 形 成 さ れ る こ と に よ っ て 、 台 木 と 穂 木 と

の 癒 合 が 行 わ れ る 。 即 ち 、 台 木 及 び 穂 木 の 各 々 の 形 成 層 や 木 部 、 師 部 組 織 を 繋 げ る （ 癒 合

す る ） こ と が で き る 。 カ ル ス は 、 オ ー キ シ ン 、 サ イ ト カ イ ニ ン 等 の 生 長 促 進 ホ ル モ ン に よ

っ て 形 成 が 促 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ は 、 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） を 有 し て い る 。 第 １

カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） は 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ で 作 成 さ れ た 接 ぎ 木 苗 を

、 日 平 均 温 度 １ ～ １ ０ ℃ （ 好 ま し く は ３ ～ ７ ℃ ） 、 日 平 均 湿 度 （ 相 対 湿 度 ） ８ ０ ％ 以 上 （

好 ま し く は ９ ０ ％ 以 上 ） と な る 環 境 下 で 少 な く と も ３ 週 間 以 上 の 期 間 保 管 す る 。 こ の よ う

な 低 温 高 湿 度 環 境 下 で 保 管 す る こ と で 、 接 ぎ 木 苗 は 休 眠 状 態 に 保 持 さ れ 、 接 ぎ 木 苗 の 発 芽

及 び 発 根 が 抑 制 さ れ る 。 そ の た め 、 接 ぎ 木 苗 に 分 泌 さ れ る 生 長 促 進 ホ ル モ ン が 発 芽 及 び 発

根 に 費 や さ れ ず に 、 カ ル ス の 形 成 に 優 先 的 に 費 や さ れ る 。 そ の た め 、 接 ぎ 部 の 全 周 に 亘 っ

て カ ル ス を 形 成 で き る 。 こ れ に よ っ て 、 台 木 と 穂 木 と は ほ ぼ 完 全 に 癒 合 し 、 接 ぎ 木 苗 を 枯

れ ず に 育 成 で き る 接 ぎ 木 苗 育 成 の 成 功 率 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 準 備 工 程 Ｓ １ ０ で は 、 台 木 及 び 穂 木 の 生 産 業 者 か ら 台 木 及 び 穂 木 を 仕

入 れ る こ と で 、 台 木 及 び 穂 木 を 用 意 す る こ と が で き る 。 仕 入 れ は 、 通 常 、 １ ２ 月 頃 に 行 わ

れ 、 １ １ 月 頃 に 葉 が 落 ち 、 茎 が 木 質 化 し た 台 木 及 び 穂 木 を 生 産 業 者 か ら 仕 入 れ る 。

　 ま た 、 例 え ば 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ は ２ ～ ３ 月 に 行 わ れ 、 植 付 け 工 程 Ｓ ４ ０ は 、 ５

月 以 降 に 行 わ れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 準 備 工 程 Ｓ １ ０ で 台 木 及 び 穂 木 を 用 意 し た 後 で あ

っ て 、 か つ 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ の 前 に 、 台 木 を 接 ぎ 木 用 に 適 切 な 長 さ に 切 断 し 、 さ ら

に 芽 を 摘 み 取 る カ ッ ト 芽 取 り 工 程 Ｓ １ ４ を 行 う 。 カ ッ ト 芽 取 り 工 程 Ｓ １ ４ は １ ２ ～ １ 月 頃

の 時 期 に 行 わ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ２ の （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ に お け る 台 木 及 び 穂 木 の 形 状 の 一

例 を 示 す 模 式 的 正 面 図 で あ る 。 通 常 、 生 産 業 者 か ら 、 台 木 の 長 さ が 約 ２ ０ ～ ３ ０ ｃ ｍ 、 穂

木 の 長 さ が 約 ３ ０ ～ ４ ０ ｃ ｍ の 状 態 で 、 台 木 及 び 穂 木 を 仕 入 れ る 。

　 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 カ ッ ト 芽 取 り 工 程 Ｓ １ ４ で は 、 台 木 １ ０ を 、 枝 元 部 １ ０ ａ 及

び 枝 先 部 １ ０ ｂ の 両 端 付 近 に 夫 々 芽 １ ２ を 持 つ 節 部 が あ る 約 ２ ０ ～ ３ ０ ｃ ｍ の 長 さ の も の

に カ ッ ト し 、 さ ら に 、 枝 元 部 １ ０ ａ 及 び 枝 先 部 １ ０ ｂ の 両 端 付 近 に 夫 々 存 在 す る 芽 １ ２ を

摘 み 取 る 。 芽 １ ２ が あ っ た 節 部 付 近 で は 生 長 促 進 ホ ル モ ン が 多 く 分 泌 さ れ 、 植 付 け 工 程 Ｓ

４ ０ 以 後 、 枝 元 部 １ ０ ａ 近 く の 芽 １ ２ を 摘 み 取 っ た 跡 か ら 発 根 が 起 る 。 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程

Ｓ ２ ０ に お い て 、 接 ぎ 部 ３ ０ （ 図 ３ 参 照 ） が 枝 先 部 １ ０ ｂ 付 近 の 芽 １ ２ を 摘 み 取 っ た 跡 の

近 く に 形 成 さ れ る た め 、 接 ぎ 部 ３ ０ に お け る 生 長 促 進 ホ ル モ ン の 分 泌 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 穂 木 ２ ０ は 、 １ 個 の 芽 ２ ２ を 残 し 、 芽 ２ ２

が あ る 節 部 近 く の 枝 元 側 及 び 枝 先 側 で 切 断 し た も の を 用 い る 。 例 え ば 、 芽 ２ ２ よ り 枝 元 側

で ２ ～ ３ ｃ ｍ 、 枝 先 側 で １ ｃ ｍ ほ ど 残 し た 形 状 と す る 。 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ で は 、 穂

木 ２ ０ の 枝 元 側 を さ ら に 短 く 切 断 し た も の （ 後 述 す る 図 ３ に 図 示 し た 形 状 の も の ） を 用 い

る 。 こ の よ う に 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ で は 、 接 ぎ 部 が 芽 ２ ２ が 存 在 す る 節 部 近 く に 形
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成 さ れ る た め 、 接 ぎ 部 に 多 く の 生 長 促 進 ホ ル モ ン を 分 泌 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て

、 接 ぎ 部 に お け る カ ル ス の 形 成 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ３ は 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ に お け る 台 木 １ ０ 及 び 穂 木 ２ ０ を 示 す 模 式 的 正 面 図 で

あ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 台 木 １ ０ 及 び 穂 木 ２ ０ の 接 ぎ 部 ３ ０ は 、 台 木

１ ０ 又 は 穂 木 ２ ０ の 長 手 軸 方 向 に 対 し て 直 角 方 向 に 平 坦 な 接 ぎ 面 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、

該 接 ぎ 面 の 中 央 に お い て 、 台 木 １ ０ に 凹 部 ３ ２ ａ が 、 穂 木 ２ ０ に 凸 部 ３ ２ ｂ が 形 成 さ れ 、

凹 部 ３ ２ ａ 及 び 凸 部 ３ ２ ｂ は 互 い に 嵌 合 可 能 な 形 状 を 有 し て い る 。 凸 部 ３ ２ ｂ を 凹 部 ３ ２

ａ に 嵌 合 さ せ 、 か つ 凹 部 ３ ２ ａ 及 び 凸 部 ３ ２ ｂ の 両 側 の 平 坦 な 接 ぎ 面 を 接 触 さ せ 、 接 ぎ 部

３ ０ に テ ー プ な ど を 巻 い て 固 定 す る こ と に よ っ て 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ を 作 成 す る 。

　 こ の よ う に 、 凹 凸 部 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 台 木 １ ０ と 穂 木 ２ ０ と の 接 合 面 の 面 積 を

拡 大 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、 外 表 面 近 く に 形 成 さ れ る 台 木 １ ０ の 形 成 層 と 穂 木 ２ ０ の

形 成 層 と が 接 着 す る 面 積 を 拡 大 で き る た め 、 台 木 １ ０ と 穂 木 ２ ０ と が 癒 合 で き 、 活 着 率 を

向 上 で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 な お 、 図 ３ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 台 木 １ ０ の 接 ぎ 面 に 凹 部 ３ ２ ａ を 形 成 し 、 穂 木 ２ ０ の

接 ぎ 面 に 凸 部 ３ ２ ｂ を 形 成 し て い る が 、 台 木 １ ０ の 接 ぎ 面 に 凸 部 ３ ２ ｂ を 形 成 し 、 穂 木 ２

０ の 接 ぎ 面 に 凹 部 ３ ２ ａ を 形 成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 凹 部 ３ ２ ａ 及 び 凸 部 ３ ２ ｂ は 、 台 木 １ ０ 及 び 穂 木

２ ０ の 長 手 軸 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に お い て 一 貫 し て 同 一 形 状 の 断 面 を 有 し て い る 。

こ れ に よ っ て 、 凹 部 ３ ２ ａ 及 び 凸 部 ３ ２ ｂ を 機 械 の 刃 型 で 打 ち 抜 く こ と で 容 易 に 形 成 で き

る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） と し て 、 水 を は っ た バ ッ ト 状

容 器 に 接 ぎ 木 苗 ３ ４ を 直 立 し た 状 態 で 収 納 し 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 基 部 （ 根 元 部 ） の み を 水 に

漬 け る 。 水 の 深 さ は 例 え ば ３ ～ ５ ｃ ｍ 程 度 と す る 。 そ し て 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ を 冷 蔵 庫 に 収 納

し 、 日 平 均 温 度 １ ～ １ ０ ℃ （ 好 ま し く は 、 ３ ～ ７ ℃ ） 、 日 平 均 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 （ 好 ま し く

は 、 ９ ０ ％ 以 上 ） と な る 環 境 下 で 少 な く と も ３ 週 間 以 上 の 期 間 保 管 す る 。 接 ぎ 木 苗 ３ ４ に

は 冷 蔵 庫 の 冷 気 が 直 接 当 た ら な い よ う に キ ャ ン パ ス 地 の 布 を 被 せ る 。 こ れ に よ っ て 、 接 ぎ

木 苗 ３ ４ を 休 眠 状 態 に 保 持 す る こ と が で き 、 発 芽 及 び 発 根 を 抑 制 で き る 。 従 っ て 、 発 芽 及

び 発 根 に 費 や さ れ る 生 長 促 進 ホ ル モ ン を カ ル ス の 形 成 に 優 先 的 に 費 や す こ と が で き る た め

、 接 ぎ 部 ３ ０ の 周 方 向 全 周 に 亘 っ て カ ル ス を 形 成 で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ７ は 、 従 来 の 接 ぎ 木 苗 の 生 産 方 法 の 一 例 を 示 す 工 程 図 で あ る 。

　 図 ７ に お い て 、 従 来 方 法 は 、 １ ２ 月 頃 に 準 備 工 程 Ｓ ０ １ ０ が 行 わ れ 、 １ ２ 月 か ら １ 月 に

か け て カ ッ ト 芽 取 り 工 程 Ｓ ０ １ ４ が 行 わ れ 、 ５ 月 頃 に 植 付 け 工 程 Ｓ ０ ４ ０ が 行 わ れ る 。 接

ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ０ ２ ０ は 、 通 常 、 接 ぎ 木 苗 を 大 量 に 生 産 す る こ と を 目 指 し て 早 め に １ ２

月 か ら １ 月 に か け て 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 従 来 方 法 に お い て は 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ０ ２ ０ の 後 、 木 製 の 箱 の 内 部 に 製 材 時 に 生 じ

る オ ガ ク ズ を 敷 き 、 そ の 間 に 接 ぎ 木 苗 ３ ４ を 保 管 す る （ 保 管 工 程 Ｓ ０ ３ ０ ） 。 従 っ て 、 温

度 及 び 湿 度 は 管 理 し な い た め 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 発 芽 及 び 発 根 よ り カ ル ス の 形 成 を 優 先 し た

管 理 が 行 わ れ な い 。 そ の た め 、 発 芽 及 び 発 根 が 優 先 さ れ 、 生 長 促 進 ホ ル モ ン が 発 芽 及 び 発

根 の た め に 費 や さ れ る た め 、 カ ル ス の 形 成 が 充 分 に 行 わ れ な い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 穂 木 ２ ０ は 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ の 前 に 、 長

手 軸 方 向 で 穂 木 ２ ０ の 芽 ２ ２ か ら 接 ぎ 部 ３ ０ ま で の 長 さ Ｌ ｓ が ２ ０ ｍ ｍ 以 内 と な る よ う に

形 成 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 穂 木 ２ ０ で は 、 芽 ２ ２ の 付 近 で 生 長 促 進 ホ ル モ ン が 多 く 分 泌

さ れ る た め 、 分 泌 さ れ た 生 長 促 進 ホ ル モ ン に よ っ て 接 ぎ 部 ３ ０ で カ ル ス の 形 成 を 促 進 で き

10

20

30

40

50



(6) JP  6993753  B1  2022.2.14

る 。

　 好 ま し く は 、 長 さ Ｌ ｓ が １ ０ ｍ ｍ 以 内 に 形 成 さ れ る と よ い 。 こ れ に よ っ て 、 接 ぎ 部 ３ ０

に さ ら に 多 く の 生 長 促 進 ホ ル モ ン が 分 泌 さ れ 、 接 ぎ 部 ３ ０ の カ ル ス の 形 成 が さ ら に 促 進 さ

れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 従 来 の 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ０ ２ ０ は 、 機 械 を 用 い て 行 わ れ る か 、 又 は 職 人 の 経 験 で ナ イ

フ を 使 っ て 行 わ れ 、 接 ぎ 部 ３ ０ の 位 置 は 、 図 １ に 示 す 実 施 形 態 の よ う に 、 穂 木 ２ ０ の 芽 ２

２ の 下 ２ ０ ｍ ｍ 以 内 と 決 ま っ て お ら ず バ ラ バ ラ で あ る 。 従 っ て 、 接 ぎ 部 ３ ０ が 芽 ２ ２ か ら

離 れ た 位 置 に あ る 場 合 、 接 ぎ 部 ３ ０ で 生 長 促 進 ホ ル モ ン の 分 泌 を 多 く す る こ と は で き な い

。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ４ は 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 接 ぎ 部 ３ ０ を 示 す 模 式 的 正 面 図 で あ っ て 、 接 ぎ 部 ３ ０ に カ ル ス

３ ６ が 形 成 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ を 経 る

こ と に よ り 、 接 ぎ 部 ３ ０ に 、 厚 み Ｌ ｃ が １ ． ０ ｍ ｍ 以 上 （ 好 ま し く は 、 ２ ． ０ ｍ ｍ 以 上 ）

の カ ル ス ３ ６ が 接 ぎ 部 ３ ０ の 周 方 向 全 周 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る 。

　 こ の よ う に 、 厚 み Ｌ ｃ が １ ． ０ ｍ ｍ 以 上 と な る カ ル ス ３ ６ が 接 ぎ 部 ３ ０ の 全 周 に 亘 っ て

形 成 さ れ て い る と 、 接 ぎ 部 ３ ０ は 接 ぎ 面 全 面 が ほ ぼ 完 全 に 癒 合 さ れ て い る 。 従 っ て 、 植 付

け 工 程 Ｓ ４ ０ 以 後 の 成 長 過 程 で 枯 れ る 可 能 性 が 少 な い ブ ド ウ 苗 木 を 生 産 で き る 。

　 図 ４ は 、 後 述 す る 第 ２ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｂ ） の 後 の 状 態 を 示 し 、 穂 木 ２ ０

で 芽 ２ ２ が や や 成 長 し て い る が 、 第 ２ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｂ ） の 下 で 、 発 芽 の

成 長 は 抑 制 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） の 後 に 、

第 ２ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｂ ） を 行 う 。 第 ２ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｂ ）

で は 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ を 、 日 陰 で 日 平 均 温 度 ２ ０ ～ ３ ０ ℃ と な る 環 境 下 で 少 な く と も １ 週 間

以 上 か つ ３ 週 間 以 内 （ 例 え ば 、 １ ０ ～ １ ４ 日 間 ） の 期 間 保 管 す る 。

　 本 明 細 書 で 、 「 日 陰 で 保 管 」 と は 、 日 中 の 大 部 分 直 射 日 光 が 当 た ら な い 環 境 で あ っ て 、

直 射 日 光 が 当 た る 時 間 が １ 日 当 た り ３ ０ 分 以 内 の 環 境 下 で 保 管 す る こ と を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ の よ う に 、 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ ３ ０ ａ ） の 後 に 第 ２ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （

Ｓ ３ ０ ｂ ） を 行 う こ と で 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 発 芽 及 び 発 根 の 生 長 よ り カ ル ス 形 成 を 優 先 さ せ

る こ と が で き 、 カ ル ス 形 成 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 第 ２ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｂ ） と し て 、 第 １ カ ル ス 形 成 工 程

Ｓ ３ ０ （ ３ ０ ａ ） を 経 た 接 ぎ 木 苗 ３ ４ を 、 水 を は っ た バ ッ ト 状 容 器 に 収 納 に 収 納 し た ま ま

、 ２ ～ ３ 日 か け て 約 ２ ０ ℃ の 温 度 に な じ ま せ る 。 次 に 、 温 室 内 を 徐 々 に 加 温 し て ３ ０ ℃ 付

近 ま で 昇 温 さ せ 、 １ ～ ２ 週 間 保 管 す る 。 こ の 期 間 中 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 発 芽 及 び 発 根 の 生 長

よ り カ ル ス 形 成 を 優 先 さ せ る こ と が で き 、 カ ル ス 形 成 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 一 方 、 従 来 方 法 で は 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ０ ２ ０ 以 後 、 保 管 工 程 Ｓ ０ ３ ０ を 経 て 、 ３ 月

頃 に 加 温 工 程 Ｓ ０ ３ ２ が 行 わ れ る 。 図 ７ に 記 載 し た よ う に 、 加 温 工 程 Ｓ ０ ３ ２ は 、 伝 熱 温

床 を 備 え 、 ３ ０ ℃ 以 上 の 温 度 に 保 っ た 温 室 内 で 約 １ カ 月 接 ぎ 木 苗 ３ ４ を 生 育 す る も の で あ

る が 、 温 室 内 温 度 だ け で な く 、 土 中 が 高 温 に 維 持 さ れ る た め 、 カ ル ス の 形 成 よ り 発 芽 及 び

発 根 の 成 長 が 促 進 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 第 ２ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｂ ） の 後 に 、 第 ３ カ ル ス 形 成 工 程

Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｃ ） を 行 う 。 第 ３ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｃ ） は 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の

の 根 元 部 を 浸 水 さ せ た 状 態 で 少 な く と も ２ ４ 時 間 以 上 保 管 す る も の で あ る 。

　 第 ３ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｃ ） に お い て 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 根 元 部 を 水 に 浸 し て

保 管 す る こ と に よ り 、 接 ぎ 部 ３ ０ に オ ー キ シ ン や サ イ ト カ イ ニ ン 等 の 生 長 促 進 ホ ル モ ン の
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分 泌 を 促 す こ と が で き 、 こ れ ら の 生 長 促 進 ホ ル モ ン に よ っ て カ ル ス の 形 成 が 促 進 さ れ る 。

　 例 え ば 、 保 管 期 間 は ２ ４ ～ ４ ８ 時 間 と し 、 こ の 期 間 中 に カ ル ス 形 成 を 促 進 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 バ ッ ト 状 容 器 に 接 ぎ 木 苗 ３ ４ を 直 立 し た 状 態 で 収

納 し 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 根 元 部 を 水 に 浸 し て ２ ４ 時 間 以 上 保 管 す る 。 こ れ に よ っ て 、 接 ぎ 部

３ ０ に オ ー キ シ ン や サ イ ト カ イ ニ ン 等 の 生 長 促 進 ホ ル モ ン の 分 泌 を 促 す こ と が で き 、 こ れ

ら の 生 長 促 進 ホ ル モ ン に よ っ て カ ル ス の 形 成 が 促 進 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 従 来 方 法 で は 、 第 ３ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｃ ） に 相 当 す る

工 程 は 行 わ れ て い な い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 す 工 程 図 の う ち 、 準 備 工 程 Ｓ １ ０ ま で 戻 り 、 準 備 工 程 Ｓ １ ０

で 準 備 し た 台 木 １ ０ 及 び 穂 木 ２ ０ を 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ が 行 わ れ る ま で の 間 、 日 平

均 温 度 １ ～ １ ０ ℃ （ 好 ま し く は ３ ～ ７ ℃ ） 、 日 平 均 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 （ 好 ま し く は ９ ０ ％ 以

上 ） と な る 環 境 下 で 保 管 す る （ 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 Ｓ １ ２ ） 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 準 備 工 程 Ｓ １ ０ か ら 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ ま で の 間 、 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 Ｓ １ ２ に よ

っ て 、 上 記 環 境 下 で 台 木 １ ０ 及 び 穂 木 ２ ０ を 保 管 す る こ と で 、 台 木 １ ０ 及 び 穂 木 ２ ０ の 発

芽 及 び 発 根 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 台 木 １ ０ 及 び 穂 木 ２ ０ の 発 芽 及 び 発

根 に 費 や さ れ る 生 長 促 進 ホ ル モ ン を 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ 後 の カ ル ス ３ ６ の 形 成 に 費

や す こ と が で き る 。 そ の た め 、 接 ぎ 部 ３ ０ に カ ル ス 形 成 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 Ｓ １ ２ と し て 、 準 備 工 程 Ｓ １ ０ と カ ッ ト 芽 取 り 工

程 Ｓ １ ４ と 間 に 、 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 Ｓ １ ２ と 同 じ 環 境 条 件 を 有 す る 第 １ 台 木 ・ 穂 木 保 管

工 程 Ｓ １ ２ （ Ｓ １ ２ ａ ） を 行 う 。

　 ま た 、 一 実 施 形 態 で は 、 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 Ｓ １ ２ と し て 、 カ ッ ト 芽 取 り 工 程 Ｓ １ ４ と

接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ２ ０ と の 間 に 、 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 Ｓ １ ２ と 同 じ 環 境 条 件 を 有 す る 第

２ 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 Ｓ １ ２ （ Ｓ １ ２ ｂ ） を 行 う 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 Ｓ １ ２ （ Ｓ １ ２ ａ ） と し て 、 台 木 １ ０ 及 び 穂

木 ２ ０ を 短 く 切 り 揃 え 、 水 を は っ た バ ッ ト 状 容 器 の 中 に 立 て た 状 態 で 台 木 １ ０ 及 び 穂 木 ２

０ の 基 部 （ 枝 元 部 ） が 水 に 浸 か っ た 状 態 で 所 定 時 間 収 納 す る 。 そ の 後 、 台 木 １ ０ 及 び 穂 木

２ ０ を ビ ニ ー ル 袋 に 入 れ て 冷 蔵 庫 に 収 納 し 、 日 平 均 温 度 １ ～ １ ０ ℃ （ 好 ま し く は 、 ３ ～ ７

℃ ） 、 日 平 均 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 （ 好 ま し く は 、 ９ ０ ％ 以 上 ） と な る 環 境 下 で 保 管 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 Ｓ １ ２ （ Ｓ １ ２ ｂ ） と し て 、 カ ッ ト 芽 取 り 工

程 Ｓ １ ４ の 後 で 、 束 ね た 複 数 の 台 木 １ ０ を 水 を は っ た 水 槽 に 直 立 し た 状 態 で 、 台 木 １ ０ の

枝 元 部 １ ０ ａ 水 に 浸 か っ た 状 態 で 並 べ る 。 そ し て 、 こ れ ら 台 木 １ ０ を ビ ニ ー ル シ ー ト で 覆

い 、 直 接 冷 気 が 当 た ら な い よ う に し て 冷 蔵 庫 に 収 納 し 、 日 平 均 温 度 １ ～ １ ０ ℃ 、 日 平 均 湿

度 ８ ０ ％ 以 上 と な る 環 境 下 で 保 管 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 一 方 、 従 来 方 法 で は 、 台 木 及 び 穂 木 を 準 備 す る 準 備 工 程 Ｓ ０ １ ０ と カ ッ ト 芽 取 り 工 程 Ｓ

０ １ ４ と の 間 、 及 び カ ッ ト 芽 取 り 工 程 Ｓ ０ １ ４ と 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ０ ２ ０ と の 間 の 期 間

は 、 温 度 及 び 湿 度 の 管 理 は さ れ な い 状 態 で 保 管 さ れ る （ 保 管 工 程 Ｓ ０ １ ２ 及 び Ｓ ０ １ ６ ）

。 例 え ば 、 保 管 工 程 Ｓ ０ １ ２ で は 、 土 中 に 埋 め た 状 態 で 保 管 さ れ 、 保 管 工 程 Ｓ ０ １ ６ で は

、 台 木 １ ０ を 製 材 時 に 発 生 す る オ ガ ク ズ の 中 に 入 れ て 保 管 し て い る 。

　 従 っ て 、 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 Ｓ １ ２ の よ う に 、 カ ル ス の 形 成 を 優 先 す る 工 程 と は な ら な

い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） の 前 、 又 は 、 第 １ カ ル ス 形 成
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工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） と 並 行 し て 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 少 な く と も 接 ぎ 部 ３ ０ を 含 む 部 位 に

生 長 促 進 ホ ル モ ン を 含 有 す る 第 １ 保 護 膜 を 形 成 す る （ 第 １ 保 護 膜 形 成 工 程 Ｓ ２ ２ ） 。

　 第 １ 保 護 膜 形 成 工 程 Ｓ ２ ２ に よ っ て 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 少 な く と も 接 ぎ 部 ３ ０ を 含 む 部 位

の 乾 燥 を 抑 制 で き る と 共 に 、 カ ビ の 発 生 を 抑 制 で き る 。 ま た 、 植 付 け 工 程 Ｓ ４ ０ の 後 で は

、 接 ぎ 部 ３ ０ が 雨 水 な ど に 浸 か る の を 防 止 で き る 。 さ ら に 、 第 １ 保 護 膜 が 生 長 促 進 ホ ル モ

ン を 含 む た め 、 少 な く と も 接 ぎ 部 ３ ０ に お い て カ ル ス の 形 成 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 第 １ 保 護 膜 と し て 、 例 え ば 、 ワ ッ ク ス を 用 い る こ と が で き る 。 ワ ッ ク ス と し て 例 え ば パ

ラ フ ィ ン ワ ッ ク ス 及 び そ の 他 の ワ ッ ク ス を 含 む 。 ワ ッ ク ス は 湯 煎 に よ り 容 易 に 溶 か す こ と

が で き 、 溶 か し た 状 態 で 接 ぎ 部 ３ ０ な ど に 容 易 に 付 着 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 防 水 性

、 防 湿 性 及 び 蓄 熱 性 等 を 有 し 、 接 ぎ 木 苗 用 の 保 護 膜 と し て 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 従 来 方 法 で も 、 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 Ｓ ０ ２ ０ の 後 で 、 第 １ 保 護 膜 形 成 工 程 Ｓ ２ ２ と 同 様 の

工 程 Ｓ ０ ２ ２ を 行 っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 最 後 の カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ で あ る 第 ３ カ ル ス 形

成 工 程 Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｃ ） の 後 で 、 か つ 植 付 け 工 程 Ｓ ４ ０ の 前 に 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 少 な く

と も 接 ぎ 部 ３ ０ に 第 ２ 保 護 膜 を 形 成 す る （ 第 ２ 保 護 膜 形 成 工 程 Ｓ ３ ２ ） 。 第 ２ 保 護 膜 形 成

工 程 Ｓ ３ ２ で は 、 第 ２ 保 護 膜 と し て 、 例 え ば 、 生 長 促 進 ホ ル モ ン を 含 ま な い 保 護 膜 を 用 い

る 。 従 っ て 、 保 護 テ ー プ な ど を 少 な く と も 接 ぎ 部 ３ ０ に 巻 き 付 け て も よ い 。

　 第 ２ 保 護 膜 形 成 工 程 Ｓ ３ ２ に よ っ て 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 少 な く と も 接 ぎ 部 ３ ０ に 第 ２ 保 護

膜 を 塗 布 す る こ と で 、 植 付 け 工 程 Ｓ ４ ０ の 後 で 少 な く と も 接 ぎ 部 ３ ０ を 直 射 日 光 か ら 保 護

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 保 護 膜 形 成 工 程 Ｓ ２ ２ 及 び 第 ２ 保 護 膜 形 成 工 程 Ｓ ３ ２ に お い て 、

台 木 １ ０ の 接 ぎ 部 ３ ０ か ら 長 手 軸 方 向 に ５ ～ １ ０ ｃ ｍ の 領 域 及 び 穂 木 ２ ０ の 全 体 を 第 ２ 保

護 膜 で 被 覆 す る よ う に す る 。 こ れ に よ っ て 、 第 ２ 保 護 膜 で 被 覆 さ れ た 領 域 を 乾 燥 や 雨 水 、

カ ビ 又 は 直 射 日 光 か ら 守 る こ と が で き る 。 な お 、 芽 ２ ２ や カ ル ス ３ ６ は 第 ２ 保 護 膜 を 突 き

破 っ て 成 長 す る の で 、 第 ２ 保 護 膜 が 芽 ２ ２ や カ ル ス ３ ６ の 成 長 を 害 す る こ と は な い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 保 護 膜 又 は 第 ２ 保 護 膜 と し て 、 湯 煎 な ど の 手 段 で 溶 融 可 能 な ワ ッ

ク ス な ど の 保 護 膜 を 用 い 、 保 護 膜 を 湯 煎 な ど で 溶 か し て 用 い る 。 溶 か し た 保 護 膜 を 、 接 ぎ

木 苗 ３ ４ を 焼 損 さ せ な い よ う に 、 ８ ０ ℃ 以 下 の 温 度 に し て 被 覆 す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 ２ 保 護 膜 形 成 工 程 Ｓ ３ ２ の 後 で 、 植 付 け 工 程 Ｓ

４ ０ の 前 段 階 と し て 、 接 ぎ 木 苗 ３ ４ を 水 を は っ た バ ッ ト 状 容 器 に 収 納 し 、 日 よ け の キ ャ ン

パ ス 地 の 布 を 被 せ 、 気 候 と 接 ぎ 木 苗 ３ ４ の 生 育 を 見 な が ら 、 １ ～ ２ 週 間 外 に 出 し て 外 気 に

な じ ま せ る 外 気 順 化 工 程 Ｓ ３ ４ を 行 っ て も よ い 。 こ の 工 程 に お い て 、 土 に 植 え る 前 に 、 接

ぎ 木 苗 ３ ４ の 育 成 活 動 が 再 開 し て い る こ と を 確 認 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ５ は 、 植 付 け 工 程 Ｓ ４ ０ に お い て 、 土 に 植 え 付 け た 接 ぎ 木 苗 ３ ４ を 示 す 斜 視 図 で あ る

。

　 一 実 施 形 態 で は 、 植 付 け 工 程 Ｓ ４ ０ に お い て 、 植 え 付 け る １ 週 間 ほ ど 前 に 、 図 ５ に 示 す

よ う に 、 黒 マ ル チ ５ ０ を 敷 い て 置 き 、 所 定 間 隔 で 黒 マ ル チ ５ ０ の 上 か ら 挿 し 木 の 要 領 で 土

中 に 挿 し て い く よ う に す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ６ は 、 ５ 月 頃 に 行 っ た 植 付 け 工 程 Ｓ ４ ０ の 後 で 順 調 に 成 長 し 、 １ １ 月 頃 出 荷 用 に 土 か

ら 掘 り 出 し て 土 を 落 と し た 状 態 の 出 荷 用 接 ぎ 木 苗 ４ ０ を 示 す 正 面 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す 出

荷 用 接 ぎ 木 苗 ４ ０ は 、 根 ４ ２ 及 び 枝 が 順 調 に 成 長 し 、 か つ １ １ 月 頃 に 葉 が 落 ち 、 茎 は 木 質

化 し て 茎 の 内 部 を 保 護 し て い る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】

　 以 上 の よ う に 、 従 来 方 法 で は 、 発 芽 及 び 発 根 の 生 長 を 接 ぎ 木 苗 の 生 育 を 重 要 な 要 素 と し

て い る た め 、 接 ぎ 部 ３ ０ に お け る カ ル ス の 形 成 が 充 分 で は な く 、 そ の た め 、 接 ぎ 木 苗 の 活

着 の 成 功 率 は 、 ２ ０ ～ ３ ０ ％ に 留 ま っ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 で は 、 生 産 工 程

の 随 所 で カ ル ス 形 成 工 程 Ｓ ３ ０ を 行 っ て い る た め 、 接 ぎ 木 苗 の ４ ０ ～ ６ ０ ％ が 接 ぎ 部 ３ ０

で 活 着 し て 出 荷 用 接 ぎ 木 苗 ４ ０ と な る ま で 順 調 に 成 長 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 上 記 各 実 施 形 態 に 記 載 の 内 容 は 、 例 え ば 以 下 の よ う に 把 握 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 １ ） 一 態 様 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 は 、 台 木 （ １ ０ ） 及 び 穂 木 （ ２ ０ ） を 準 備 す る

準 備 工 程 （ Ｓ １ ０ ） と 、 前 記 台 木 （ １ ０ ） 及 び 前 記 穂 木 （ ２ ０ ） を 接 ぎ 木 し て 接 ぎ 木 苗 （

３ ４ ） を 作 成 す る 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 （ Ｓ ２ ０ ） と 、 前 記 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） の 接 ぎ 部 （ ３ ０

） の 全 周 に 亘 っ て カ ル ス （ ３ ６ ） を 形 成 す る カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ ） と 、 前 記 カ ル ス （

３ ６ ） が 形 成 さ れ た 前 記 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） を 植 え 付 け る 植 付 け 工 程 （ Ｓ ４ ０ ） と 、 を 備 え

、 前 記 カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ ） は 、 前 記 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） を 、 日 平 均 温 度 １ ～ １ ０ ℃ （

好 ま し く は 、 ３ ～ ７ ℃ ） 、 日 平 均 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 （ 好 ま し く は 、 ９ ０ ％ 以 上 ） と な る 環 境

下 で 少 な く と も ３ 週 間 以 上 の 期 間 保 管 す る 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） ） を

含 む 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） ） と し て 、 接 ぎ 木

苗 （ ３ ４ ） を 上 記 低 温 高 湿 度 環 境 下 で 休 眠 状 態 と し て 保 管 す る 。 こ れ に よ っ て 、 台 木 （ １

０ ） 及 び 穂 木 （ ２ ０ ） の 発 芽 及 び 発 根 が 抑 制 さ れ 、 台 木 （ １ ０ ） 及 び 穂 木 （ ２ ０ ） の 発 芽

及 び 発 根 に 費 や さ れ る 生 長 促 進 ホ ル モ ン を 抑 制 で き る た め 、 生 長 促 進 ホ ル モ ン を 優 先 的 に

カ ル ス （ ３ ６ ） の 形 成 に 費 や す こ と が で き る 。 こ う し て 、 カ ル ス （ ３ ６ ） の 形 成 を 優 先 す

る こ と で 、 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） の 全 周 に 亘 っ て カ ル ス （ ３ ６ ） を 形 成 す る こ と で 、 台 木 （ １ ０

） と 穂 木 （ ２ ０ ） と を ほ ぼ 完 全 に 癒 合 で き る た め 、 接 ぎ 木 苗 育 成 の 成 功 率 を 高 め る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ２ ） 別 な 一 態 様 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 は 、 １ ） に 記 載 の ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 に

お い て 、 前 記 カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ ） は 、 前 記 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ

） ） の 後 に 、 前 記 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） を 、 日 陰 で 日 平 均 温 度 ２ ０ ～ ３ ０ ℃ と な る 環 境 下 で 少

な く と も １ 週 間 以 上 か つ ３ 週 間 以 内 の 期 間 保 管 す る 第 ２ カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０

ｂ ） ） を さ ら に 含 む 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） ） の 後 に 第 ２ カ ル

ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｂ ） ） を 行 う こ と で 、 引 き 続 き 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） の 発 芽 及 び

発 根 の 生 長 よ り カ ル ス 形 成 を 優 先 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 カ ル ス 形 成 を 促 進 さ

せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ３ ） さ ら に 別 な 態 様 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 は 、 ２ ） に 記 載 の ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方

法 に お い て 、 前 記 カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ ） は 、 前 記 第 ２ カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３

０ ｂ ） ） の 後 に 、 前 記 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） の 根 元 部 を 浸 水 さ せ た 状 態 で 少 な く と も ２ ４ 時 間

以 上 保 管 す る 第 ３ カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｃ ） ） を さ ら に 含 む 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 第 ３ カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ｃ ） ） に よ っ て 、 オ ー

キ シ ン や サ イ ト カ イ ニ ン 等 の 生 長 促 進 ホ ル モ ン の 分 泌 を 促 す こ と が で き 、 こ れ ら の 生 長 促

進 ホ ル モ ン が 引 き 続 き カ ル ス （ ３ ６ ） の 形 成 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ４ ） さ ら に 別 な 態 様 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 は 、 １ ） 乃 至 ３ ） の 何 れ か に 記 載 の ブ

ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 に お い て 、 前 記 準 備 工 程 （ Ｓ １ ０ ） で 準 備 し た 前 記 台 木 （ １ ０ ） 及 び
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前 記 穂 木 （ ２ ０ ） を 、 前 記 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 （ Ｓ ２ ０ ） ま で の 間 、 日 平 均 温 度 １ ～ １ ０ ℃

（ 好 ま し く は 、 ３ ～ ７ ℃ 、 日 平 均 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 （ 好 ま し く は 、 ９ ０ ％ 以 上 ） と な る 環 境

下 で 保 管 す る 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 （ Ｓ １ ２ ） を さ ら に 備 え る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 上 記 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程 （ Ｓ １ ２ ） に よ っ て 、 接 ぎ 木 苗 作 成

工 程 （ Ｓ ２ ０ ） の 前 段 階 で 、 上 記 低 温 高 湿 度 環 境 下 で 台 木 （ １ ０ ） 及 び 穂 木 （ ２ ０ ） を 保

管 す る こ と で 、 台 木 （ １ ０ ） 及 び 穂 木 （ ２ ０ ） を 休 眠 状 態 に 保 持 し 、 台 木 （ １ ０ ） 及 び 穂

木 （ ２ ０ ） の 発 芽 及 び 発 根 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 生 長 促 進 ホ ル モ ン を

接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 （ Ｓ ２ ０ ） 後 の 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） に お け る カ ル ス 形 成 に 費 や す こ と が で き

、 カ ル ス 形 成 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ５ ） さ ら に 別 な 態 様 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 は 、 １ ） 乃 至 ４ ） の 何 れ か に 記 載 の ブ

ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） ） の 前 、 又

は 、 前 記 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ （ Ｓ ３ ０ ａ ） ） と 並 行 し て 、 前 記 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ）

の 少 な く と も 前 記 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） を 含 む 部 位 に 生 長 促 進 ホ ル モ ン を 含 有 す る 第 １ 保 護 膜 を

形 成 す る 第 １ 保 護 膜 形 成 工 程 （ Ｓ ２ ２ ） を さ ら に 備 え る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） の 少 な く と も 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） を 含 む 部 位 の

乾 燥 を 抑 制 で き る と 共 に 、 該 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） の カ ビ の 発 生 を 抑 制 で き 、 か つ 植 付 け 工 程 （

Ｓ ４ ０ ） 後 で は 雨 水 な ど に 浸 か る の を 防 止 で き る 。 ま た 、 第 １ 保 護 膜 が 生 長 促 進 ホ ル モ ン

を 含 む た め 、 生 長 促 進 ホ ル モ ン に よ る カ ル ス （ ３ ６ ） の 形 成 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ６ ） さ ら に 別 な 態 様 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 は 、 １ ） 乃 至 ５ ） の 何 れ か に 記 載 の ブ

ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 に お い て 、 前 記 カ ル ス 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ０ ） の 後 、 且 つ 、 前 記 植 付 け 工

程 （ Ｓ ４ ０ ） の 前 に 、 前 記 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） の 少 な く と も 前 記 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） を 含 む 部 位

に 第 ２ 保 護 膜 を 塗 布 す る 第 ２ 保 護 膜 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ２ ） を さ ら に 備 え る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 第 ２ 保 護 膜 形 成 工 程 （ Ｓ ３ ２ ） に よ っ て 、 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ）

の 少 な く と も 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） に 第 ２ 保 護 膜 を 塗 布 す る こ と で 、 植 付 け 工 程 （ Ｓ ４ ０ ） で 土

に 植 え 付 け た 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） の 少 な く と も 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） を 直 射 日 光 か ら 保 護 す る こ と

が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 土 に 植 え 付 け た 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） の 安 定 成 長 が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ７ ） さ ら に 別 な 態 様 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 は 、 １ ） 乃 至 ６ ） の 何 れ か に 記 載 の ブ

ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 に お い て 、 前 記 植 付 け 工 程 （ Ｓ ４ ０ ） に お い て 、 厚 み １ ． ０ ｍ ｍ 以 上

の 前 記 カ ル ス （ ３ ６ ） が 全 周 に 亘 っ て 形 成 さ れ た 前 記 接 ぎ 木 苗 （ ３ ４ ） を 植 え 付 け る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 植 付 け 工 程 （ Ｓ ４ ０ ） に お い て 土 に 植 え 付 け る 接 ぎ 木 苗 （ ３

４ ） が 、 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） に 厚 み １ ． ０ ｍ ｍ 以 上 の 前 記 カ ル ス （ ３ ６ ） が 全 周 に 亘 っ て 形 成

さ れ て い る た め 、 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） は 接 ぎ 面 の ほ ぼ 全 面 に 亘 っ て 完 全 に 癒 合 し て い る 。 従 っ

て 、 枯 れ ず に 育 成 可 能 な ブ ド ウ 苗 木 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ８ ） さ ら に 別 な 態 様 に 係 る ブ ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 は 、 １ ） 乃 至 ７ ） の 何 れ か に 記 載 の ブ

ド ウ 苗 木 の 生 産 方 法 に お い て 、 前 記 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 （ Ｓ ２ ０ ） に お い て 、 前 記 接 ぎ 部 （

３ ０ ） は 、 前 記 穂 木 （ ２ ０ ） に 存 在 す る 芽 か ら 枝 元 側 ２ ０ ｍ ｍ 以 内 に 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 穂 木 （ ２ ０ ） に お い て 、 生 長 促 進 ホ ル モ ン の 分 泌 が 活 発 な 芽

の 近 く に 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） が 形 成 さ れ る た め 、 接 ぎ 部 （ ３ ０ ） の 近 く で 生 長 促 進 ホ ル モ ン が

多 く 分 泌 さ れ る 。 そ し て 、 分 泌 さ れ た 生 長 促 進 ホ ル モ ン に よ っ て カ ル ス （ ３ ６ ） の 形 成 を

促 進 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ６ ６ 】

　 １ ０ 　 　 台 木

　 　 １ ０ ａ 　 　 基 部 （ 枝 元 部 ）

　 　 １ ０ ｂ 　 　 枝 先 部

　 １ ２ 　 　 芽 部

　 ２ ０ 　 　 穂 木

　 　 ２ ０ ａ 　 　 基 部 （ 枝 元 部 ）

　 　 ２ ０ ｂ 　 　 枝 先 部

　 ２ ２ 　 　 芽 部

　 ３ ０ 　 　 接 ぎ 部

　 ３ ２ ａ 　 　 凹 部

　 ３ ２ ｂ 　 　 凸 部

　 ３ ４ 　 　 接 ぎ 木 苗

　 ３ ６ 　 　 カ ル ス

　 ４ ０ 　 　 出 荷 用 接 ぎ 木 苗

　 　 ４ ２ 　 　 根

　 　 ４ ４ 　 　 枝

　 ５ ０ 　 　 黒 マ ル チ

　 Ｓ １ ０ 　 　 準 備 工 程

　 Ｓ １ ２ 　 　 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程

　 　 Ｓ １ ２ （ １ ２ ａ ） 　 　 第 １ 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程

　 　 Ｓ １ ２ （ １ ２ ｂ ） 　 　 第 ２ 台 木 ・ 穂 木 保 管 工 程

　 Ｓ １ ４ 　 　 カ ッ ト 芽 取 り 工 程

　 Ｓ ２ ０ 　 　 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程

　 Ｓ ２ ２ 　 　 第 １ パ ラ フ ィ ン 塗 布 工 程

　 Ｓ ３ ０ 　 　 カ ル ス 形 成 工 程

　 　 Ｓ ３ ０ （ ３ ０ ａ ） 　 　 第 １ カ ル ス 形 成 工 程

　 　 Ｓ ３ ０ （ ３ ０ ｂ ） 　 　 第 ２ カ ル ス 形 成 工 程

　 　 Ｓ ３ ０ （ ３ ０ ｃ ） 　 　 第 ３ カ ル ス 形 成 工 程

　 Ｓ ０ １ ２ 、 Ｓ ０ １ ６ 、 Ｓ ０ ３ ０ 　 　 保 管 工 程

　 Ｓ ３ ２ 　 　 第 ２ パ ラ フ ィ ン 塗 布 工 程

　 Ｓ ０ ３ ２ 　 　 加 温 工 程

　 Ｓ ３ ４ 　 　 外 気 順 化 工 程 　

　 Ｓ ４ ０ 、 Ｓ ０ ４ ０ 　 　 植 付 け 工 程

【 要 約 】

【 課 題 】 接 ぎ 木 に よ っ て ブ ド ウ 苗 木 を 生 産 す る 場 合 の 成 功 率 を 高 め る 。

【 解 決 手 段 】 台 木 及 び 穂 木 を 準 備 す る 準 備 工 程 と 、 台 木 及 び 穂 木 を 接 ぎ 木 し て 接 ぎ 木 苗 を

作 成 す る 接 ぎ 木 苗 作 成 工 程 と 、 接 ぎ 木 苗 の 接 ぎ 部 の 全 周 に 亘 っ て カ ル ス を 形 成 す る カ ル ス

形 成 工 程 と 、 カ ル ス が 形 成 さ れ た 接 ぎ 木 苗 を 植 え 付 け る 植 付 け 工 程 と 、 を 備 え 、 カ ル ス 形

成 工 程 は 、 接 ぎ 木 苗 を 、 日 平 均 温 度 １ ～ １ ０ ℃ 、 日 平 均 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 と な る 環 境 下 で 少

な く と も ３ 週 間 以 上 の 期 間 保 管 す る 第 １ カ ル ス 形 成 工 程 を 含 む 。

【 選 択 図 】 図 １

10

20

30

40



(12) JP  6993753  B1  2022.2.14

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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